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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２４年１１月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２２年１１月２２日 ０２時００分ごろ 

発生場所 福井県越前町白浜
しらはま

（城崎
しろさき

）漁港 

 越前町所在の越前白浜港第１防波堤灯台から真方位２８０°９０ｍ

付近 

 （概位 北緯３５°５４.１′ 東経１３５°５９.７′） 

事故調査の経過  平成２３年１月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八高砂
たかさご

丸、１８トン 

 ＦＫ２－２２７９（漁船登録番号）、個人所有 

 １７.１６ｍ（Lr）×４.３６ｍ×１.６７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、６７０kＷ、昭和５５年６月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 平成８年４月１２日 

  免許証交付日 平成２２年１１月５日 

         （平成２８年４月１１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首部船底及び右舷船首部外板に破口、プロペラ及びプロペラ軸に曲

損 

 事故の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、平成２２年１１月２１日０５時

００分ごろ、船首約０.８ｍ、船尾約１.８ｍの喫水で白浜（城崎）漁

港（以下「白浜漁港」という。）を出港して白浜漁港西方沖３５海里

（Ｍ）付近の漁場で操業を行い、天候が悪化するとの情報を得たの

で、同日２２時３０分ごろ、操業を打ち切り、帰途についた。 

 船長は、単独で船橋当直に就き、２３時００分ごろ、越前白浜港第

１防波堤灯台（以下「白浜灯台」という。）から２８０°（真方位、

以下同じ。）３２Ｍ付近で針路を約１００°に定め、約１０.５ノット

の対地速力で自動操舵により航行した。 

 船長は、翌２２日０１時３０分ごろ、いつもに比べて周囲に漁船が

少なく、前方に気になる船も見当たらなかったので、椅子に腰を掛け
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たところ、操業中の疲れから眠気を感じるようになったが、間もなく

入港準備で乗組員全員を起こすので、それまでは眠気を我慢できると

思い、椅子に座った状態で当直を続け、居眠りに陥った。 

 船長は、０２時００分ごろ衝撃で目が覚めて白浜灯台から２８０°

９０ｍ付近に乗り揚げたことをＧＰＳで確認した。 

 本船は、自力で離礁し、僚船にえい
．．

航されて白浜漁港に帰港した。

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期 

 その他の事項 

 

 船長は、ふだんはこの時期、白浜漁港を０５時ごろ出港して３時間

ほどで到着する漁場において、１回２時間ほどの操業を約１０回行

い、翌朝０５時ごろ帰港しており、水揚げを終えるとすぐに帰宅し、

次の出港に備えて出港前に約７時間睡眠をとるほか、たまに昼寝など

をして睡眠時間を確保していた。 

 船長は、平素、出漁中は、立って操船しており、眠気を催したとき

には、窓を開けて風に当たるほか、コーヒーを飲んだり、ガムをかん

だりして眠気を解消していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、白浜漁港西方沖を自動操舵で東進中、単独で船橋当直中の

船長が眠気を感じるようになった際、椅子に座った状態で当直を続

け、居眠りに陥ったことから、白浜漁港の浅所に向けて航行し、同浅

所に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、いつもに比べて周囲に漁船が少なく、前方に気になる船も

見当たらなかったので、椅子に腰を掛けたところ、操業中の疲れから

眠気を感じるようになったものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、白浜漁港西方沖を自動操舵で東進中、単

独で船橋当直中の船長が居眠りに陥ったため、白浜漁港の浅所に向け

て航行し、同浅所に乗り揚げたことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直中に眠気を感じた場合は、椅子から離れ、身体を動かす

などして眠気を払うこと。また、必要な場合は、他の者と船橋当

直を交替すること。 

・操業形態等を見直すなどして疲労の蓄積を防止すること。 

 




